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次の100年も・・・ここに商工会！！
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▼

　商工会・商工会議所・中央会が、長年にわたり国に要望してきた「小規模
企業振興基本法」（小規模基本法）が、今年６月20日に成立した。経産省の
基本法制定は実に51年ぶり。９月30日の県議会第325回通常会議一般質問に
おいて、関谷暢之議員は、県においても小規模企業振興のための基本となる
事項を条例で定めると共に、国が小規模担当室から担当課へ格上げを行った
ことに伴う、県の組織強化についての対応を質問した。（２面に関連記事）

次回は平成27年１月１日発行予定
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「
商
工
会
を
支
援
す
る
県
議
会
議
員
の
会
」
情
報

　

第
３
２
５
回
通
常
会
議
本
会
議
で
は
、「
商
工

会
を
支
援
す
る
県
議
会
議
員
の
会
」
に
所
属
す

る
議
員
７
名
が
質
問
に
立
っ
た
。

９
月
25
日	

五
十
嵐　
　
　

清	

議
員　

９
月
29
日	

山　

形　

修　

治	

議
員
（
事
務
局
次
長
）
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部　

博			
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議
員
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髙　

橋　

文　
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議
員

９
月
30
日	

関　

谷　

暢　

之	

議
員
（
事
務
局
次
長
）

　

		

〃　

	

神　

林　

秀　

治	

議
員

　

		

〃　

	

渡　

辺　
　
　

渡	

議
員
（
会　

長
）

小規模基本法施行に伴う県の対応について質問

［写真撮影 : 栃木県議会事務局］

平成26年度栃木県議会第325回通常会議一般質問で

※
（
　
）
内
は
、
商
工
会
を
支
援
す
る
会
で
の
役
職
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県
議
会
９
月
通
常
会
議
の
一
般
質
問
に
登
壇
し
た
関
谷
暢
之
議
員

が
、小
規
模
企
業
振
興
に
関
す
る
施
策
の
基
本
と
な
る「
条
例
の
制
定
」

と
、
国
の
方
針
に
対
応
で
き
る
「
県
の
組
織
改
編
」
な
ど
、
県
の
〝
本

気
度
〟
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

質
問
の
内
容

　

日
本
の
経
済
社
会
は
中
小
企
業

と
り
わ
け
小
規
模
企
業
が
支
え
て

お
り
、
雇
用
を
支
え
、
新
た
な
需

要
に
き
め
細
か
く
対
応
で
き
る
小

規
模
企
業
の
役
割
が
重
要
視
さ
れ

て
い
る
。
６
月
27
日
に
施
行
さ
れ

た
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
（
小

規
模
基
本
法
）
は
、
小
規
模
企
業

を
中
心
に
据
え
た
、
新
た
な
施
策

の
体
系
を
構
築
す
る
も
の
で
、
国

が
小
規
模
企
業
施
策
の
体
系
を
示

す
５
カ
年
計
画
を
策
定
す
る
ほ
か
、

国
、
地
方
公
共
団
体
の
責
務
や
、

支
援
機
関
と
の
関
係
相
互
の
連
携

及
び
協
力
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

地
方
公
共
団
体
の
責
務
は
、
国
と

の
適
切
な
役
割
分
担
を
踏
ま
え
、

よ
り
地
域
に
密
着
し
た
立
場
と
し

て
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
施
策

を
策
定
し
、
ま
た
小
規
模
企
業
が

地
域
社
会
の
形
成
に
貢
献
し
て
い

県は“本気度”をもって取組んでほしい !県は“本気度”をもって取組んでほしい !

全国商工会経営者休業補償制度
商工会の会員およびその従業員が、病気やケガで働けなくなった
場合に、月々の所得を補償する制度です。
●団体加入により保険料が割安 ! 
●医師の診断も不要で、加入手続きが簡単 ! 
●就業中、業務外、国内外を問わず病気・ケガによる休業を
　補償 !    
●最長１年間のロング補償 ! 
●自宅療養も補償 !    
●天災担保でさらに安心 !   

お問い合わせ　お近くの商工会又は　東京海上日動火災保険㈱
 ㈱損害保険ジャパン日本興亜

る
こ
と
に
つ
い
て
、
地
域
住
民
の

理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
務
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
小
規
模
企
業
は

本
県
経
済
を
、
よ
り
一
層
成
長
さ

せ
る
た
め
に
も
、
欠
か
せ
な
い
パ
ー

ト
ナ
ー
で
あ
り
、
小
規
模
企
業
の

果
た
す
役
割
の
重
要
性
を
鑑
み
、

県
に
お
い
て
も
小
規
模
企
業
の
振

興
に
つ
い
て
の
基
本
理
念
を
定
め
、

県
の
責
務
と
小
規
模
企
業
の
努
力
、

小
規
模
企
業
に
関
す
る
支
援
機
関
、

商
工
会
・
商
工
会
議
所
等
と
の
役

割
等
を
明
ら
か
に
し
、
小
規
模
企

業
振
興
に
関
す
る
施
策
の
基
本
と

な
る
事
項
を
条
例
で
定
め
る
な
ど
、

県
の
姿
勢
を
明
確
に
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
、
産
業
労
働
観
光

部
長
に
お
尋
ね
し
た
い
。

答
弁

荒
川
政
利
産
業
労
働
観
光
部
長

　

小
規
模
企
業
は
、
県
内
企
業
数

の
約
９
割
を
占
め
、
地
域
の
経
済

や
雇
用
を
支
え
る
と
共
に
、
地
域

住
民
の
生
活
向
上
に
と
っ
て
、
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
極
め
て
重

要
な
存
在
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
県
で
は
「
新
と
ち

ぎ
産
業
プ
ラ
ン
」
に
お
い
て
、
小

規
模
企
業
に
対
す
る
支
援
を
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
掲
げ
、
小
規
模

企
業
の
人
材
育
成
や
経
営
力
向
上

の
支
援
、
更
に
、
企
業
に
身
近
な

商
工
団
体
の
機
能
強
化
等
に
取
組

ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
国

に
お
い
て
は
小
規
模
企
業
振
興
基

本
法
に
基
づ
く
需
要
を
見
据
え
た

経
営
の
促
進
な
ど
４
つ
の
基
本
目

標
と
、
地
域
経
済
に
波
及
効
果
の

あ
る
事
業
の
推
進
な
ど
10
の
重
点

施
策
を
掲
げ
た
５
年
間
の
基
本
計

画
案
を
示
し
て
お
り
、
近
々
こ
れ

を
決
定
し
、
総
合
的
、
計
画
的
に

小
規
模
企
業
の
振
興
を
図
る
と
し

て
い
る
。
県
で
は
、
こ
う
し
た
国

の
取
組
み
を
踏
ま
え
、
商
工
団
体

等
と
連
携
し
な
が
ら
、
引
き
続
き

小
規
模
企
業
の
経
営
力
向
上
等
に

取
組
む
と
共
に
次
期
産
業
プ
ラ
ン

を
策
定
す
る
中
で
、
人
口
減
少
な

ど
、
中
長
期
的
課
題
を
見
据
え
、

小
規
模
企
業
振
興
の
た
め
の
施
策

の
基
本
的
な
方
向
性
や
、
具
体
的

な
取
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

再
質
問

　

私
は
、
栃
木
県
に
お
い
て
も
国

同
様
”
本
気
度
“
を
示
し
て
も
ら

い
た
い
。
小
規
模
基
本
法
制
定
は
、

経
産
省
で
は
51
年
ぶ
り
で
あ
り
、

次
年
度
に
向
け
た
概
算
要
求
を
見

て
も
、
小
規
模
事
業
者
対
策
予
算

は
昨
年
の
76
億
円
か
ら
１
７
５
億

円
と
２
・
３
倍
。
そ
の
う
ち
柱
と

な
る
小
規
模
事
業
対
策
推
進
事
業

は
19
億
円
か
ら
68
億
円
、

３
・
６
倍
の
概
算
要
求
を

し
て
い
る
。
ま
た
、
基
本

法
制
定
に
よ
り
中
小
企

業
庁
内
で
も
組
織
の
改

編
が
行
わ
れ
、
小
規
模
企

業
担
当
室
が
小
規
模
企

業
担
当
課
へ
格
上
げ
に

よ
り
体
制
が
強
化
さ
れ
、

ま
さ
に
国
の
”本
気
度
“を

示
し
て
る
。
47
都
道
府
県

の
な
か
で
、
関
連
す
る
条

例
の
未
設
置
は
、
本
県
を

含
め
12
県
の
み
で
あ
り
、

他
県
に
お
い
て
は
基
本

法
を
見
据
え
て
、
小
規
模

企
業
に
踏
み
込
ん
だ
形

で
、
条
例
の
改
正
、
又
は
制
定
に

取
り
か
か
っ
て
い
る
動
き
も
あ
る
。

栃
木
県
と
し
て
”
本
気
度
“
を
ど

こ
で
示
し
て
い
く
の
か
、
も
う
一

度
伺
い
た
い
。

答
弁

荒
川
政
利
産
業
労
働
観
光
部
長

　

次
期
プ
ラ
ン
の
中
で
、
本
県
の

地
域
を
支
え
る
小
規
模
企
業
を
含

め
た
中
小
企
業
の
支
援
策
の
方
向

性
、
具
体
的
な
取
組
み
状
況
に
つ

い
て
、
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
そ
の
中
で
条
例
に
つ

い
て
も
、
し
っ
か
り
研
究
し
て
い

き
た
い
。

「
商
工
会
を
支
援
す
る
県
議
会
議
員
の
会
」
事
務
局
次
長

　
関せ

き

谷や

暢の
ぶ
ゆ
き之
議
員
が
小
規
模
企
業
支
援
の
対
応
を
質
問
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「小規模基本法」制定に伴う今後の小規模
企業施策について講演する宮本顧問

　

小
規
模
基
本
法
に
基
づ
く

「
小
規
模
企
業
振
興
基
本
計

画
」（
小
規
模
基
本
計
画
）
が

10
月
３
日
に
閣
議
決
定
し
た
。

　

こ
の
基
本
計
画
は
、
政
府

が
講
じ
る
施
策
と
施
策
を
進

め
る
た
め
に
必
要
な
事
項
で

構
成
さ
れ
、
計
画
期
間
は
５

年
間
で
、
毎
年
検
証
し
実
効

性
を
確
保
す
る
。
計
画
は
新

陳
代
謝
の
促
進
や
地
域
経
済

の
活
性
化
に
資
す
る
事
業
活

動
な
ど
４
つ
の
目
標
を
掲
げ
、

そ
の
実
現
に
向
け
た
10
の
重

点
施
策
に
取
り
組
む
と
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
施
策
を
総
合
的
か

つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め

に
必
要
な
事
項
と
し
て
、
小

規
模
企
業
の
中
で
も
、
特
に

小
企
業
者
（
従
業
員
５
人
以
下
）

や
個
人
事
業
者
は
、
個
人
の
技
能

や
経
験
を
も
と
に
多
様
な
事
業
を

営
ん
で
い
る
一
方
、
組
織
体
制
が

整
っ
て
お
ら
す
、
環
境
変
化
に
脆

弱
な
た
め
、
振
興
に
当
た
っ
て
は
、

着
実
な
事
業
の
運
営
が
確
保
さ
れ

る
べ
く
、
き
め
細
か
な
施
策
を
講

じ
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
等
に
向
け
た
施
策
で
は
、

復
興
の
段
階
に
応
じ
た
支
援
の
継

続
や
、
被
災
地
の
地
域
経
済
全
体

の
復
興
・
再
生
の
推
進
。
消
費
税

転
嫁
を
は
じ
め
と
し
た
取
引
適
正

化
の
た
め
の
監
視
・
取
り
締
ま
り

の
厳
正
化
な
ど
を
掲
げ
て
い
る
。

小
規
模
基
本
計
画
が
閣
議
決
定

　
　
　

小
企
業
者
等
へ
の
配
慮

　

６
月
20
日
に
成
立
し
た
小
規
模

企
業
振
興
基
本
法
（
小
規
模
基
本

法
）
に
つ
い
て
学
ぶ
商
工
連
、
青

年
部
・
女
性
部
主
催
の
合
同
セ
ミ

ナ
ー
が
８
月
８
日
、
ホ
テ
ル
東
日

本
宇
都
宮
で
開
か
れ
、
県
内
各
商

工
会
の
会
長
や
青
年
部
長
、
女

性
部
長
ら
約
１
３
０
人
が
参
加
し

た
。
冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
中
村

彰
太
郎
会
長
は
、「
小
規
模
基
本

法
の
制
定
で
今
後
、
地
域
の
経
済

を
支
え
る
小
規
模
企
業
に
光
が
当

た
る
転
換
期
に
な
る
」
と
歓
迎
。

続
い
て
、
全
国
商
工
会
連
合
会
顧

問
の
宮
本
周
司
参
議
院
議
員
が
同

基
本
法
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。

　

な
お
、内
容
は
以
下
の
と
お
り
。

　

全
国
３
８
５
万
の
中
小
企
業
、

中
で
も
そ
の
９
割
を
占
め
る
小
規

模
企
業
の
支
援
を
強
化
す
る
た
め

の
「
小
規
模
基
本
法
」
と
「
商
工

会
及
び
商
工
会
議
所
に
よ
る
小
規

模
事
業
者
の
支
援
に
関
す
る
法
律

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」（
小

規
模
支
援
法
）
が
成
立
し
、
平

成
26
年
６
月
27
日
に
公
布
さ
れ

た
。
私
た
ち
１
１
０
万
を
超
え
る

商
工
会
員
の
署
名
が
大
き
な
力
と

な
り
、
政
府
・
国
会
議
員
等
に
強

い
思
い
が
伝
わ
っ
た
結
果
と
い
え

る
。「
小
規
模
基
本
法
」
は
、
小

規
模
企
業
の
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の

向
上
、
安
定
的
な
雇
用
の
維
持
な

ど
「
事
業
の
持
続
的
発
展
」
を
積

極
的
に
評
価
す
る
こ
と
を
基
本
的

実現に向けた重点施策
①ビジネスプラン等に基づく経営の促進
②需要開拓に向けた支援
③新事業展開や高付加価値化の支援
④起業・創業支援
⑤事業承継・円滑な事業廃止
⑥人材の確保・育成
⑦地域経済に波及効果のある事業の推進
⑧地域のコミュニティを支える事業の推進
⑨国・地方公共団体・支援団体等による
　支援体制の整備
⑩手続きの簡素化・施策情報の提供

計画の目標

⑴需要を見据えた経営の
　促進

⑵新陳代謝の促進

⑶地域経済の活性化に
　資する事業活動の推進

⑷地域ぐるみで総力を挙
　げた支援体制の整備

宮
本
周
司
全
国
連
顧
問
が
講
演

宮
本
周
司
全
国
連
顧
問
が
講
演

し
ゅ
う     

じ

国は小規模企業対策に “本気” を示した！国は小規模企業対策に “本気” を示した！

原
則
と
位
置
づ
け
、
そ
れ
ら
の
施

策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
、国
、

地
方
公
共
団
体
、
支
援
機
関
が
一

丸
と
な
っ
て
戦
略
的
に
実
施
す
る

た
め
、
政
府
が
基
本
計
画
を
策
定

し
、
国
会
に
報
告
す
る
な
ど
、
責

任
を
持
っ
て
小
規
模
企
業
対
策
に

取
り
組
む
姿
勢
を
明
確
に
し
て
い

る
。
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商工連「３委員会」で今後の課題を協議商工連「３委員会」で今後の課題を協議
   

　

組
織
率
の

向
上
・
自
己

財
源
の
確
保

な
ど
、
商
工

会
運
営
の
強

化
及
び
組
織
強
化
を

図
る
経
営
戦
略
等
の
調
査
研
究

を
す
る
委
員
会
。

　

第
一
回
委
員
会
は
９
月
29
日

に
開
催
さ
れ
、
①
記
帳
機
械
化

手
数
料
の
改
定
、
②
商
工
会
の

組
織
強
化
、
③
福
祉
共
済
制
度

の
脱
退
防
止
策
及
び
加
入
促
進

な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
ま

た
、
関
連
事
項
と
し
て
、「
商
工

会
職
員
の
研
修
体
系
策
定
」「
商

工
会
経
営
革
新
事
業
の
評
価
と

今
後
の
展
開
」「
イ
ベ
ン
ト
保
険
」

「
商
工
会
の
地
震
等
災
害
時
応
援

保
険
」
等
の
内
容
が
事
務
局
か

ら
報
告
さ
れ
た
。

構
成
メ
ン
バ
ー

副
委
員
長　

薄
井　

正
明　

那　

須　

町

委　

員　
　

井
戸　

道
廣　

粟　
　
　

野

　

〃　
　
　

野
中　

昭
一　

高
根
沢
町

　

〃　
　
　

花
山　
　

登　

黒　
　
　

羽

　

〃　
　
　

柴
山　

和
之　

に
の
み
や

　

〃　
　
　

佐
藤　

政
二　

芳　

賀　

町

　

〃　
　
　

上
野　

弘
夫　

桑　
　
　

絹

　

〃　
　
　

大
森　

順
一　

小
山
市
美
田

　

〃　
　
　

廣
瀬　

正
道　

佐
野
市
あ
そ

　

会
員
企
業

の
売
上
げ
増

進
、
利
益
確

保
な
ど
に
よ

る
繁
栄
企
業

づ
く
り
及
び
商
売
繁
盛
に
な
る

地
域
商
工
業
振
興
の
調
査
研
究

を
す
る
委
員
会
。

　

第
一
回
委
員
会
は
９
月
26
日

に
開
催
さ
れ
、
①
地
域
産
業
活

性
化
支
援
事
業
、
②
Ｅ
Ｃ
サ
イ

ト「
ニ
ッ
ポ
ン
セ
レ
ク
ト.

ｃ
ｏ
ｍ
」

に
つ
い
て
協
議
さ
れ
た
。
そ
の

ほ
か
「
小
規
模
基
本
法
及
び
小

規
模
支
援
法
」「
小
規
模
事
業
者

持
続
化
補
助
金
事
業
」「
消
費
税

転
嫁
対
策
窓
口
相
談
等
事
業
」

な
ど
の
内
容
が
事
務
局
か
ら
報

告
さ
れ
た
。

構
成
メ
ン
バ
ー

副
委
員
長　

田
中　

久
己　

藤　

岡　

町

委　

員　
　

菅
沼　
　

清　

足　

尾　

町

　

〃　
　
　

加
藤　
　

有　

氏　
　
　

家

　

〃　
　
　

平
山　
　

博　

那
須
塩
原
市

　

〃　
　
　

渡
邉　
　

晃　

茂　

木　

町

　

〃　
　
　

宮
﨑　
　

哲　

上
三
川
町

　

〃　
　
　

小
林　

敏
郎　

野　

木　

町

　

〃　
　
　

河
田　

公
美　

大　

平　

町

　

〃　
　
　

小
島　

晃
一　

足
利
市
坂
西

    

　

会
員
企
業

の
繁
栄
発
展

に
寄
与
す
る

商
工
施
策
、

金
融
・
税
務
・

労
働
等
の
政
策
課
題
へ
の
提
言

及
び
国
・
県
・
市
・
町
と
の
連

携
の
調
査
研
究
を
す
る
委
員
会
。

　

第
一
回
委
員
会
は
９
月
16
日

に
開
催
さ
れ
、
①
小
規
模
企
業

振
興
基
本
法
と
改
正
小
規
模
支

援
法
、
②
平
成
27
年
度
予
算
等

に
関
す
る
重
点
要
望
、
な
ど
に

つ
い
て
協
議
さ
れ
た
。
そ
の
ほ

か「
ニ
ッ
ポ
ン
セ
レ
ク
ト.

ｃ
ｏ
ｍ
」

「
小
規
模
事
業
者
等
人
材
・
支
援

育
成
事
業
」「
地
域
力
活
用
市
場

獲
得
等
支
援
事
業
の
概
要
」
の

内
容
が
事
務
局
か
ら
報
告
さ
れ

た
。

構
成
メ
ン
バ
ー

副
委
員
長　

小
堀　

勇
人　

喜　

連　

川

委　

員　
　

川
上　

貢
一　

西　
　
　

方

　

〃　
　
　

前
田　

光
弘　

矢　

板　

市

　

〃　
　
　

筧　
　

良
夫　

那
珂
川
町

　

〃　
　
　

佐
藤　

幹
雄　

西
那
須
野

　

〃　
　
　

遠
藤　

孝
一　

市　

貝　

町

　

〃　
　
　

髙
山　

忠
則　

石　
　
　

橋

　

〃　
　
　

山
本　

郁
夫　

間　

　々

田

　

〃　
　
　

安
藤　

芳
雄　

岩　

舟　

町

　特定の産業には特定（産業別）最低賃金が定めら
れています。詳しくは、栃木労働局賃金課 ( ０２８
−６３４−９１０９)又は最寄りの労働基準監督署
にお問い合わせください。

　

９
月
27
日
（
土
）、
大
田
原
市
湯

津
上
地
区
の
ま
つ
り
「
天
狗
王
国

ま
つ
り
」
が
「
な
か
が
わ
水
遊
園
」

特
設
会
場
で
開
か
れ
、
秋
晴
れ
の

も
と
約
４
万
人
が
訪
れ
た
。
今
回
、

湯
津
上
商
工
会
は
、
国
の
補
助
を

受
け
、「
大
田
原
グ
ル
メ
フ
ェ
ス

タ
」を
開
催
。
地
元
の
食
材
を
使
っ

た
こ
だ
わ
り
の
料
理
や
逸
品
な
ど

「
食
」
を
通
し
て
地
域
の
賑
わ
い
を

創
出
し
よ
う
と
い
う
も
の
。
当
日

は
、
地
元
特
産
の
唐
辛
子
（
栃
木

三
鷹
）
を
使
っ
た
「
さ
ん
た
か
ら

あ
げ
」
や
「
と
う
が
ら
し
ラ
ー
メ

ン
」を
は
じ
め
24
店
が
出
店
。ま
た
、

会
場
で
は
栃
木
県
「
と
ち
ぎ
元
気

グ
ル
メ
ま
つ
り
」
の
予
選
会
と
な

る
「
大
田
原
グ
ル
メ
人
気
ラ
ン
キ

ン
グ
」
が
同
時
開
催
さ
れ
た
ほ
か
、

よ
さ
こ
い
ま
つ
り
や
花
火
大
会
も

行
わ
れ
賑
わ
い
を
み
せ
た
。

湯津上

小林  俊雄委員長
（壬生町）

佐藤  憲一委員長
（湯津上）

飯塚　洋委員長
（益子町）

組
織
を
強
く
す
る
委
員
会

商
い
を
強
く
す
る
委
員
会

政
策
を
つ
く
る
委
員
会

【
ニ
ッ
ポ
ン
セ
レ
ク
ト.

ｃ
ｏ
ｍ
】
全
国
連
が
今
年
２
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
。
商
工
会
員
の
商
品
を
無
料
で
掲
載
。

ネ
ッ
ト
通
販
の
決
済
も
す
べ
て
代
行
。
出
品
者
は
、
注
文
の
あ
っ
た
商
品
を
宅
配
業
者
に
渡
す
だ
け
。
商
品
Ｐ
Ｒ
に
最
適
。

確認しましょう

平成26年10月１日発効
最低賃金15円引上げ

栃木県の
最低賃金

733円
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高根沢町商工会編

　創業31年、東京の一流
ホテルで腕を磨き、一貫し
てソースと新鮮な食材に
こだわる。丹念に仕込む
ベシャメルソースが魅力の
ドリアやジューシーな手ご
ねのハンバーグは三世代に
渡って愛される味。秋には
店内を一部改装、さらに
落ち着いた雰囲気で食事
を楽しめる。

レストラン  ヴルーテ
  Tel 028（675）4020
営　業 AM11:00～PM3:30
 PM5:00～PM10:00
定休日 木曜日・第３水曜日

＊
県
の
ほ
ぼ
中
央
、「
た
ん
た
ん
た
ん
ぼ
の
高

根
沢
」
と
高
根
沢
音
頭
に
唄
わ
れ
た
、
田
園

地
帯
が
広
が
る
一
方
、
鬼
怒
川
を
挟
ん
で
西

に
県
都
宇
都
宮
市
と
隣
接
、
企
業
の
研
究
開

発
拠
点
の
誘
致
な
ど
が
進
み
、
人
と
自
然
、

緑
と
ハ
イ
テ
ク
「
人
・
緑
・
元
気
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
農
商
工
の
調
和
の
取
れ
た
産
業

振
興
を
目
指
し
て
い
る
。

鬼
怒
川

宝積寺駅

下野花岡駅

仁井田駅

鴻野山駅

商工会

東
北
本
線

烏山
線

お食事処
あづま

高根沢ゴルフパーク

NPO法人グループ
たすけあいエプロン

西根屋那須バイオ
ファーム

ケーキのお店
ジョリーレストラン

ヴルーテ

408

4

181

10

225

176

156

341

桜姫鶏の
  パリパリ柚子こしょう焼

　　　1,060 円
旨味が濃く柔らかな桜姫
鶏を使って、身はジュー
シーに皮はパリパリに仕
上げ、ソースも絶妙。

ソースにこだわる
本格的な洋食を堪能

　町の良質な水と貴重な
ブ ナ の 木 を 使 っ て、 天
然により近い本物志向
の “ プレミアム舞茸 ” や、
舞茸の水分だけで炊きあ
げた佃煮 “ 森の貝柱 ” な
ど次々に新商品を開発。
シャキシャキとした歯ご
たえと、栄養たっぷりの
旨味豊かな「栃の木まい
たけ」をぜひご賞味あれ。

栃の木まいたけ
那須バイオファーム

  Tel 028（676） 0770
営　業 AM8:00～PM5:00
定休日 無　休

栃の木まいたけ
１株　1,080 円

１株が両手の大きさ、肉
厚で葉も詰まり、香りも
豊かで旨味成分アミノ酸
が一般の舞茸の３～４倍
も含まれている逸品。

森の癒やしを
体感してほしい

　創業40年。定食、丼物、
手打ちそば、うどんなど
メニューも豊富。“ 高根沢
ちゃんぽん ” は町と長崎
雲仙市が災害時の協定を
結んだ事をきっかけに開
発されたラーメン。緑の
他に赤、白のちゃんぽん
もある。野菜たっぷり栄
養満点のちゃんぽんだ。

お食事処  あ づ ま
　
  Tel 028（675）1007
営　業 AM11:00～PM9:00
定休日 木曜日

高根沢ちゃんぽん　
750 円

小松菜と豆乳を使った濃い
緑のスープに、具材には枝
豆、きくらげ、海鮮などたっ
ぷり入ったクリーミーな味わ
い。麺はもちろん長崎から
直送の丸いストレート麺だ。

地元野菜がたっぷり
高根沢ちゃんぽん

　店主の石川智一さんが
先代から４代に渡って受
け継いだ味を守り、一つ
ひとつ丁寧に和菓子づく
りを続けている。“ 塩豆
大福 ” はファンも多く、
西根屋の代名詞となって
いる。他に餡と相性バッ
チリの “ チ―ズどら焼き ”

（140 円）も人気。

西    根    屋
  Tel 028（676）0100
営　業 AM8:00～PM6:00
定休日 火曜日

赤えんどう豆が
塩豆大福の主役

　ショーケースの中は宝石
箱。栃木県産のフルーツ
をふんだんに使った30種
類以上のケーキが色とり
どりに並んでいる。お子
様からお年寄りまで喜ん
でもらえるようシンプル
にこだわる。甘さ控えめ
は男性客にも人気。

ケーキのお店 ジョリー
  Tel  028（675）2759
営　業  AM9:00～PM7:00
定休日 火曜日

ストロベリーシャンテ
490 円

きめ細かいスポンジと
たっぷりの生クリー
ム・苺を二段にサンド
して、ふわふわの食感
とボリュームがたまら
ない。

栃木県産のフルーツが
ふんだんに ････

塩豆大福　　110 円
微かに塩味の効いた赤えん
どう豆と、しっかりとした
もちもち感がなんともいえ
ない。こし餡とのバランス
も心地よい味わい。

URL		http://www.nasbiofarm.jpURL	http://www.veloute.biz
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看
護
師
を
し
て
い
た
頃
、
終
末

期
医
療
に
疑
問
を
感
じ
、
そ
の

後
、
第
１
回
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

資
格
を
取
得
。
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て

訪
問
介
護
の
仕
事
を
す
る
う
ち

に
、
行
政
措
置
や
介
護
保
険
だ
け

で
は
十
分
な
ケ
ア
は
受
け
ら
れ

な
い
こ
と
を
痛
感
し
た
。
当
法

人
は
相
互
扶
助
の
精
神
で
「
困
っ

た
と
き
は
お
互
い
様
」
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
を
理
念

に
活
動
し
て
い
る
。
子
供
か
ら
高

齢
者
・
障
が
い
者
ま
で
総
合
福

祉
を
目
指
し
て
、
ふ
れ
あ
い
サ
ー

ビ
ス
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
（
訪
問
介

護
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）、
障
が
い

者
支
援
の
３
本
柱
で
事
業
を
展

開
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
「
花

の
丘
」
で
は
元
気
で
長
生
き
の
人

の
居
場
所
、
働
き
場
所
も
提
供
し

て
い
る
。
な
ん
と
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ
「
軍
師
官
兵
衛
」
を
は
じ

め
、
数
々
の
ヒ
ッ
ト
ド
ラ
マ
の
音

楽
を
手
が
け
る
作
曲
家
、
菅
野
祐

悟
氏
の
お
母
さ
ん
で
し
た
。

高
根
沢
町
商
工
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

グ
ル
ー
プ
た
す
け
あ
い
エ
プ
ロ
ン

　
　

住　

所　

塩
谷
郡
高
根
沢
町
花
岡
１
５
０
３
｜
３

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
２
８
（
６
７
６
）
１
１
０
０  

　
　
　
理
事
長
　
菅か

ん
の野

　
安や

す
こ子

さ
ん

仕事以外でも

国内外 24時間補償！入院・通院も補償！
掛金は　　　　　　　　　　　（個人単位で加入）

年齢・性別・職種に関わりなく一律！
「けが」の補償

80 歳まで補償！※継続加入は満 85歳まで
「病気」の補償、「がん」重点補償も

追加でご加入いただけます！

福祉共済があなたの暮らしを守ります。

商工会の会員福祉共済
大切な役員・従業員等を守る充実の補償

10:00～19:00（23日は 17:00まで）

2014
11/21 23

▲

金 日

　ニッポン全国物産展への栃木県からの出店は、㈱野州たかむら
（茂木町商工会）、㈲天志古商店（壬生町商工会）、㈲マルトモ食
品（大平町商工会）、㈲吉田製作所（氏家商工会）、㈱南ヶ丘牧場、
㈱サクネス（那須町商工会）、㈲むらき（那須塩原市商工会）、㈲ハッ
ピー商会、㈲味噌まんじゅう新井屋（佐野市あそ商工会）、の９
事業所が参加して、“とちぎ” の魅力をアピールする。

９事業所が “とちぎ” の魅力を発信
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〝素〟 をコンセプトに
スタイリッシュな和風モダンの宿

客観的な視点からの気づき
総合評価で強みを発揮

－湯治場宿から和風旅館に業態変換
　７年前に経営革新計画の認定を受け、長年続いた湯治場宿
を全面リニューアルし、個室や２人部屋からなる小規模な和
風旅館に業態変換しました。素材の〝素〟をコンセプトに、
壁は珪藻土、天井は土佐和紙を用い、お部屋には最高級の寝
具などを揃えました。和風の洗練された癒やしの宿を実現し
た建物で、ハイレベルのサービスと、地産地消にこだわる厳
選食材を使った料理の提供など、心の通ったおもてなしを心
掛けています。ランクアップ事業の申請は、自分の経営方針
や業務全般に亘るプロセスが、ぶれていないか再確認する良
いツールと捉えています。
－今後の方向性は
　月刊誌「一個人」で日本の旅館ランキング、デザイナーズ
部門９位になった経緯から、日本文化である旅館の良さやお
もてなしを、若い人達や、海外の個人の御客様を中心に、ア
ピールしていきたいと考えています。集客方法は、インター
ネット媒体を活用して、関東一円はもとより、国内から海外
を目指し、個人の旅館だけでなく、板室温泉の認知度を少し
でも上げるために努力していきます。

＜担当職員・長瀬久美子主任から一言＞
　「創業100年には、老舗旅館の格式を持ち『山喜荘』が自他
共に認めるブランドになる」との目標を持ち、経営者のリー
ダーシップのもと、全社員が一体化したハイクオリティな顧
客サービスを提供している企業です。

－ランクアップに申請していかがでしたか
　平成20年に会社の舵取りを任せられ、30歳で代表取締役に
就任しました。平成15年にISO9001を、平成23年に ISO14001
を認証取得して、以前から品質向上、環境対策など経営体質
の強化と改善活動に取り組んできました。
　ランクアップ事業の申請は、既に認証を受けた方から勧め
られ申請しました。着眼点の違いや、会社の強み弱みが明確
に整理でき、客観的な視点からの評価から多くの気づきがあ
り、自分自身にとってもプラスになりました。
－今後の方向性は
　社員の平均年齢が徐々に若くなっています。会議の席では
活発な意見交換が増え、従業員の士気向上にもつながってい
ます。将来に向けて会社の中長期の目標を明確にして、市場
が縮小傾向にあっても、これまでの施行実績や工事成績評定
による、「総合評価落札方式」による評価で強みを発揮し、
価格競争だけではない総合力で生き残れる会社にしていきた
い。

＜担当職員・仲沢悠主任から一言＞
　若きリーダーが、社員一人一人と積極的に対話を重ね、全
社員一丸となって顧客や地域への貢献に取り組む企業です。

現在、企業力ランクアップ事業の認証企業は2012年度53社と2013度57社の計110社である。
このコーナーでは、その中からピックアップして紹介している。

住　　所：那須塩原市板室 844− 10
電　　話：０２８７（６９）０２１４
事業内容：旅館

「板室温泉を知らない人たち
にビジネスチャンスがある」
と山口忠孝代表取締役

客室にはセミタセブルのローベット 「総合的にスキルを上げていき
たい」と話す小林英一郎代表
取締役

平成22年にＪＶを組んで本体建設工事を
請負った「道の駅しもつけ」

住　　所：下野市石橋 253
電　　話：０２８５（５３）０６３３
事業内容：土木、建築、舗装、管、水道、造園など各種工事

商工会経営品質認定　証第 14 － 31－ 04 号那須塩原市

株式会社 小 林 工 業

商工会経営品質認定　証第 14 － 14 － 01 号石　　橋  

ONSEN  RYOKAN 山 　 喜 
や ま き
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▼
信
用
金
庫
の
情
報
誌
「
し
ん
く
み
」

の
巻
頭
言
に
「
神
戸
大
学
・
経
済
経

営
研
究
所
」
の
家
森
信
善
教
授
の
話

が
掲
載
さ
れ
て
い
た
の
で
紹
介
し
た

い
▼
地
域
に
根
ざ
す
信
用
組
合

は
、
全
国
的
な
人
口
減
少
と
都

市
へ
の
人
口
集
中
が
進
む
中
、

地
域
社
会
の
衰
退
を
防
ぐ
た
め

努
力
を
し
て
き
た
。
今
年
６
月
、

政
府
は
「
地
域
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
絞
っ
た
新
た
な
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
成
長
プ
ラ
ン
」

と
し
て
「
ロ
ー
カ
ル
・
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
」
の
実
行
を
「
日
本
再

興
戦
略
・
改
訂
版
」
で
宣
言
し

た
。
▼
こ
れ
は
、
政
府
が
力
を

入
れ
て
中
小
企
業
・
小
規
模
企

業
を
支
援
す
る
と
い
う
意
味
で

あ
り
、
小
規
模
事
業
者
の
支
援

策
が
次
々
と
展
開
さ
れ
る
は
ず

と
し
て
い
る
。
具
体
的
な
施
策

例
と
し
て
「
ふ
る
さ
と
名
物
応
援
」、

「
地
域
ぐ
る
み
の
農
林
水
産
業
６
次

産
業
化
」、「
世
界
に
通
用
す
る
魅
力

あ
る
観
光
地
域
づ
く
り
」
な
ど
を
挙

げ
て
い
る
▼
様
々
な
国
の
小
規
模
企

業
向
け
施
策
を
顧

客
に
適
宜
に
伝
え
る

こ
と
は
信
用
組
合
の
重
要

な
機
能
で
あ
り
、
職
員
は
信

用
保
証
の
情
報
は
こ
れ
ま

で
も
十
分
に
活
用
し
て
い
た

が
、
金
融
に
直
接
絡
ま
な
い
公

的
支
援
の
情
報
を
十
分
に
顧
客

に
伝
え
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
小
規
模
事
業
者
は
公
的
補

助
金
の
申
請
経
験
も
少
な
い
の

で
、
信
用
組
合
の
日
常
的
な
助

言
が
必
要
だ
▼
ロ
ー
カ
ル
・
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
小
規
模
事
業
者

に
と
っ
て
の
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス

か
も
し
れ
な
い
の
で
、
地
方
が

元
気
を
取
り
戻
し
、
国
民
一
人

ひ
と
り
が
豊
か
さ
を
実
感
で
き

る
よ
う
、
信
用
組
合
は
施
策
の

橋
渡
し
に
取
り
組
ん
で
欲
し
い

と
締
め
く
く
っ
て
い
る
▼
こ
の

文
章
の
「
信
用
組
合
」
を
「
商
工
会
」

と
読
み
替
え
て
み
る
と
、
商
工
会
の

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
見

え
て
く
る
。
我
々
、
商
工
会
も
負
け

て
は
い
ら
れ
な
い
。
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高根沢町商工会地区の位置図

　

今
回
の
５
面
、
６
面
及
び
８
面

は
高
根
沢
町
商
工
会
の
会
員
さ
ん

か
ら
ご
紹
介
し
て
い
る
。

　

５
面
に
、
位
置
図
。

詳
し
く
は
高
根
沢
町
商
工
会
へ
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ローカル・アベノミクスを活かせ!ローカル・アベノミクスを活かせ!

　

創
業
33
周
年
を
迎
え
る
高
根
沢
ゴ

ル
フ
パ
ー
ク
は
、
県
内
で
も
比
較
的

大
規
模
な
ゴ
ル
フ
練
習
場
で
あ
る
。

昭
和
57
年
に
当
時
農
業
を
営
ん
で
い

た
父
（
現
社
長
）
が
、
バ
イ
パ
ス
の

開
通
と
区
画
整
理
に
伴
い
、
当
時
、

混
雑
し
て
い
た
ゴ
ル
フ
練
習
場
を
見

て
、
今
後
さ
ら
に
需
要
が
期
待
で
き

る
と
判
断
し
始
め
た
。
練
習
場
は
２

階
建
て
６
２
打
席
、
フ
ラ
ッ
ト

な
２
５
０
ヤ
ー
ド
の
練
習
場
と
、

バ
ン
カ
ー
や
グ
リ
ー
ン
も
完
備
。

全
て
天
然
芝
の
練
習
場
は
お
客

様
に
と
て
も
評
判
が
い
い
。
来

場
者
は
町
内
を
は
じ
め
、
宇
都

宮
、
さ
く
ら
な
ど
近
隣
の
固
定
客
が

中
心
で
、
平
日
も
比
較
的
多
く
の
方

が
練
習
に
来
て
い
る
。
競
合
す
る
ゴ

ル
フ
練
習
場
は
近
隣
の
宇
都
宮
や
氏

家
に
も
あ
り
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に

マ
ッ
チ
し
た
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、
顧

客
満
足
と
再
来
場
対
策
を
常
に
心
掛

け
て
い
る
。
以
前
、
町
主
催
の
小
学

生
を
対
象
と
し
た
ゴ
ル
フ
教
室
が
開

か
れ
、
盛
況
だ
っ
た
こ
と
が
あ
り
、

「
栃
木
県
か
ら
石
川
遼
選
手
の
よ
う
な

ジ
ュ
ニ
ア
が
出
れ
ば
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の

裾
野
も
広
が
り
、
大
い
に
盛
り
上
が

る
は
ず
。
こ
れ
か
ら
ジ
ュ
ニ
ア
層
へ

の
普
及
拡
大
が
重
要
で
す
ね
」
と
加

藤
臣た
か
と
し聖
専
務
は
話
す
。

　

平
成
22
年
か
ら
は
、ゴ
ル
フ
シ
ョ
ッ

プ
〝
ゴ
ル
フ
パ
ー
ト
ナ
ー
高
根
沢
ゴ

ル
フ
パ
ー
ク
店
〟
を
練
習
場
に
併
設

し
、
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
買
取
り
や
販

売
も
始
め
た
。
お
店
の
商
品
は
練
習

場
で
試
打
が
で
き
、
お
客
様
か
ら
は

「
何
本
か
試
打
し
て
、
ほ
ん
と
う
に
自

分
に
合
っ
た
ク
ラ
ブ
が
購
入
で
き
る
」

と
、
大
変
喜
ば
れ
て
い
る
。
い
ま
ゴ

ル
フ
業
界
で
は
、「
２
０
１
５
年
問
題
」

が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。
少
子
高
齢
化

に
よ
っ
て
ゴ
ル
フ
人
口
が
減
少
し
、

需
要
に
対
し
て
施
設
の
供
給
過
多
に

な
る
と
い
う
も
の
。
昨
今
、
ゴ
ル
フ

は
高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ
に
偏
り
つ
つ

あ
る
。
し
か
し
一
方
で
は
、
石
川
遼
、

宮
里
藍
選
手
な
ど
人
気
プ
レ
イ
ヤ
ー

の
活
躍
で
「
ゴ
ル
フ
女
子
」
や
「
親

に
よ
る
子
ど
も
へ
の
ゴ
ル
フ
熱
」
が

ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
る
。「
一
度
ゴ
ル

フ
を
始
め
た
方
が
、
途
中
で
や
め
な

い
こ
と
が
カ
ギ
、
手
軽
に
楽
し
め
る

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
若
い
方
に
も
っ
と

普
及
し
て
い
き
た
い
」と
想
い
を
語
っ

て
く
れ
た
。
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高根沢町

大空開放の62打席
250ヤードの練習場

ジュニア層への拡大が重要と話す
加藤臣

たかとし

聖専務

豊富な商品が並ぶゴルフパートナー
高根沢ゴルフパーク店


